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令和7年度 第１回
静岡市都市公園審議会 資料
『風景美術館=日本平公園』基本計画の改定について

令和７年１２月２4日 静岡市公園建設管理課
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駿府城公園

三保半島

安倍川

日本平公園

（新幹線駅）
JR静岡駅

JR清水駅

JR草薙駅

JR東静岡駅

日本平公園の位置

清水港日の出埠頭
（クルーズ船停泊地）

三保松原

久能山東照宮

登呂遺跡

1.1ｋｍ

5.6ｋｍ
（世界遺産構成資産）

イチゴ街道



Shizuoka City Nihondaira Park 3

静岡市を代表する風景として定着している
日本平から望む茶畑越しの富士山と清水港の絶景
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歌川豊国 名勝八景三保と雁

歌川広重 東海道五十三次 江尻

山下清

歌川広重 三保

日本平公園からの風景と構図がそっくりな名画

絹本著色 富士曼陀羅図
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順位 属性 名称 客数(人)
1 食・グルメ エスパルスドリームプラザ 3,541,000

2 自然・絶景 日本平 1,682,346

5 スポーツ・アクティビティ 静岡県草薙総合運動場 855,963

9 自然・絶景 三保松原 518,231

11 コンベンション・交流イベント ツインメッセ（イベント） 480,183

12 自然・絶景 日本平夢テラス 474,677

13 文化・歴史 久能山東照宮 422,115

16 日本平動物園 397,678

17 アート・芸術・博物館 清水文化会館マリナート 375,700

19 スポーツ・アクティビティ 日本平運動公園球技場（プロサッカー観戦） 329,758

■清水港の外国クルーズ船寄港回数
2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024
H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

11 18 38 33 41 7 9 13 57 87

R6：全国６位（本州１位）

■日本平の観光交流客数（千人）

■R6市内観光スポットの観光交流客数（公表許可のみ）

1977 2002 2010 2013 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024
S52 H14 H22 H25 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

2,796 1,231 1,405 1,925 1,485 1,890 1,995 1,495 1,485 1,727 1,631 1,682
※Peak ※Min ※世界遺産 ← コロナ禍  → ※大河ドラマ

※夢テラスopen11/3

夢テラス来場者 644 872 334 330 442 520 475

出典：しずおかWELL-BE（静岡県広聴広報課）

※WiｰFi接続履歴受信データ

※WiｰFi接続履歴受信データ

■日本平公園 居住地別来訪者比率
（日本平夢テラス来館者：令和5年度調べ）

海外県外県内市外市内

％1 64 15 20 

■日本平公園 外国人来訪者国別比率
（令和5年11月6日〜令和5年11月30日調べ）

その他英国アメリカ
合衆国

シンガポール
共和国台湾大韓民国中華人民

共和国

％14 4 6 11 18 20 27 
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概要実施者ことがら西暦年

「実に天下第一と申し支えあるまいと思う」徳富蘇峰徳富蘇峰が日本平登頂1926大正15

大阪毎日・東京日日日本百景 平原の部入賞1927昭和2

その後新法改正により本指定となる名勝日本平仮指定（史蹟天然紀念物保存法第１条に基づく）1932昭和7

旧法制定直後の「風致地区」が、史跡名勝天然記念物の補足的予防手段と考えられていた旧都市計画法に基づく風致地区指定1933昭和８

観光開発のきっかけ、旧道開通清水市日本平登山道路開通（昭和5年から掘削開始）1934昭和9

吟望台、鐘秀台、超然台（有度山山頂）、望嶽台清水市清水市が徳富蘇峰に委嘱し展望４か所に石碑建立1935昭和10

静岡県日本平公園 都市計画決定1937昭和12

石碑あり（県営駐車場内）毎日新聞日本観光地百選 平原の部1位1950昭和25

県自然公園条例の前身 記念切手「観光地百選シリーズ“日本平”」発行静岡県日本平県立公園 指定1951昭和26

駐車場、公衆トイレ、芝生広場静岡県静岡県による日本平山頂の土地買い上げ、公園整備実施1953昭和28

昭和30年：清水屋静岡鉄道ロープウェイ建設1957昭和32

川崎屋、野鳥の家6月30日仮指定失効（文化財保護法附則による）、
7月1日文化財保護法第70条1項による仮指定

1957昭和32

名勝指定「名勝日本平」1959昭和34

日本平ゴルフクラブ開業静岡県静岡県自然公園条例に基づく「日本平県立自然公園」指定1961昭和36

旧文化財保護法第71条の2第１項に基づき、旧清水市が管理団体に指定1962昭和37

日本平パークセンター、日本平美術館日本平ホテル日本平ホテル本館建設1964昭和39

静岡側 昭和42年：お茶会館静岡県道路公社日本平パークウェイ供用開始（有料道路）1964昭和39

日本平県立自然公園運営協議会発足1972昭和47

清水側静岡県道路公社清水日本平パークウェイ開通1972昭和47

石碑あり（山頂園路脇） 昭和５２年 観光入れ込み客数ピーク：２８０万人週刊読売日本観光百選コンクール 第１位1979昭和54

名勝日本平保存管理計画策定1983昭和58

静岡県教育委員会に権限委任1983昭和58

有度山整備の基本となっている計画旧静岡市・清水市・静岡県有度山総合整備計画-基本計画-策定（S61-63）1989平成元

静岡県日本平公園基本構想・基本計画1992平成4

旧静岡市と旧清水市が合併、新静岡市が日本平公園を整備することが決定旧静岡市・清水市日本平山頂部展望施設等整備調査2003平成15

清水屋改築（月日星） 平成１４年 観光入れ込み客数の底：１２０万人静岡県県営駐車場建設2003平成15

静岡市日本平パークウェイ無料開放（市道池田日本平線）2004平成16

静岡市が政令指定都市に移行静岡市日本平山頂部等活用基本計画5005平成17

６社地上波デジタル塔建設（電波塔統合）2005平成17

静岡市日本平公園基本構想2006平成18

名称変更「日本平・三保松原県立自然公園」2007平成19

静岡市日本平公園基本計画策定2008平成20

平成２２年 事業着手静岡市社会総合交付金 事業認可 久能山東照宮（社殿）国宝指定2010平成22

特許事業（都市計画法第５９条第４項） MINT機構制度利用、日建設計日本平ホテル日本平ホテル再築（リニューアルオープン）2012平成24

三保松原世界文化遺産「富士山-信仰の対象と芸術の源泉」登録2013平成25

静岡市公園供用開始2013平成25

山頂施設整備に伴う静岡市基本計画改定（１回目）2015平成27

都市公園法改正（パークPFI制度ほか；２０１７）（一社）夜景観光コンベンションビューロー日本夜景遺産 自然夜景遺産に認定 富士三大夜景に認定（２０１９）2016平成28

隈研吾氏設計静岡県県シンボル施設建設（日本平夢テラス）2018平成30

隈研吾氏設計 コロナ禍（２０１９～） 令和１年 観光入れ込み客数：２００万人静岡市市展望回廊建設（日本平夢テラス）2018平成30

令和２年、３年 コロナ禍時の観光入れ込み客数：１５０万人／年静岡鉄道ロープウェイ駅舎「門前の恵みたいらぎ」再築2021令和3

園路変更等に伴う静岡市基本計画改定（２回目） NHK大河ドラマ「どうする家康」放送2023令和5

日本平公園に係わるこれまでの経緯
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◆公園区域

日本平ホテル：8.5ha

日本平ゴルフ場：15.4ha

日本平ロープウェイ：0.9ha

都市計画区域：88.5ha

事業区域(公共)：23.5ha

事業区域(民間)：9.4ha

静岡県：1,400㎡

放送事業者：1,300㎡

基本計画対象区域：33.0ha
（放送事業者分を含む）
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日本平公園の供用状況

日本平夢テラス及び周辺

アクセス（外周）道路（概成）

芝生広場（北側）

第３駐車場

【供用済み面積】 20.8ha／33.0ha (11.4ha／23.5ha)
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◆整備進捗状況

芝生広場 夢テラス・展望回廊

園内アクセス道路 駐車場
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当初基本計画図（H19） 改定基本計画図（H28）

夢テラス
エレベーター
連絡デッキ
園路の配置
駐車場
センタープラザ

手もみ茶会館
駐車場
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エレベーター（廃止）
連絡デッキ（廃止）
夢テラス西側園路

改定基本計画図（R4） 改定基本計画図（現在検討中）

＜検討案＞
ＰＰＰ導入促進 → 収益施設増
駐車場面積縮小（二層化）
景観優良茶畑の整備区域編入
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改定のねらい･･･「観光」による「地域」づくりに貢献する公園

「資金」が流れ込む「人」、「知」が集まる

地域振興、地域課題の解決

時代に即した計画 → 市民や関係者の「納得」と「共感」が得られる

好循環

「名勝 日本平」の価値の最大化

現計画策定（H19）から１６年経過 → 時代に即した「風景美術館＝日本平」計画を再構築

（現計画）観光交流拠点となる公園･･･観光地づくり

（改定計画）地域の魅力を高め、地域のサステナビリティに貢献する公園･･･観光地域づくり

（この間、日本平公園を取り巻く周辺状況や社会状況、法制度が大きく変化している）

エリアの価値が高まる
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R6.05.16 第1回専門委員会
R6.09.12 第2回専門委員会
R7.02.18 第3回専門委員会
R7.06.05 第4回専門委員会
R7.08.18 文化庁調査官協議
R7.10.28 静岡市ＰＰＰプラットフォーム

〜 事業者ヒアリング

R7.12.24 第1回静岡市都市公園審議会（現状説明、意見聴取）
（改定計画案の修正）

第5回専門委員会（改定計画まとめ案を提示）
（改定計画案のまとめ）

パブリックコメント ･･･改定計画案を市民に公表、ご意見を募集
（パブコメ結果を参考に改定計画案の微修正）

静岡市都市公園審議会（成果の報告、意見聴取）

改定計画オーソライズ＝策定完了・公表

■日本平公園改定基本計画策定完了までの手続き
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■日本平公園整備事業が目指す姿
地域課題（＝観光客の消費単価が低い）の解決

消費の場、消費の機会を提供する公園づくり

「投資が集まる」→「魅力が向上し来訪者が増える」→

「エリアの価値が高まる」→「投資が集まる」 の好循環

“稼ぐ力”を備えたサステナブルな公園経営

ＰＰＰ導入で訴求力のあるモノ、コトを造成

名勝日本平の価値と魅力を最大化＝絶景のブランディング

○第4次 静岡市総合計画「観光・交流分野」 ＫＰＩ：１人あたり観光消費額

日帰り客： 3,377円（2024末） →  未定；200％増？（2030末）

宿 泊 客：24,146円（2024末） →  未定； 30％増？（2030末）
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基本計画改定の視点

下記事項の見直し、検証を行う

①交通計画（アクセス手段、駐車場規模 等）

②施設計画、民活導入計画（整備、管理運営 等）

③維持管理方針（芝生広場、植栽地 等）

④観光計画との連携、地域振興

⑤茶畑景観（保全、営農支援 等）

⑥公園全体のランドスケープ

上記を見直すことにより、公園区域全体が基本構想
で定めるコンセプト「風景美術館＝日本平公園」を達
成。

≪現基本計画の範囲の考え方≫

「日本平公園基本計画（H19）」にて、都市計画決定範囲88.5ha
のうち、『利活用を主目的とする～比較的平坦な区域33.0haにつ
いて基本計画を行う』とした。
（残範囲についてはゾーニングや方針を設定）
同H19年度に「日本平公園基本設計その１」にて、比較的平坦な
区域（33.0ha）のうち、平原ゾーン（8.5ha）を対象とし、具体
整備に着手。その後「日本平公園基本設計（H21）」にて駐車場
や観富の丘ゾーン（山頂部）など33.0ha内の設計を行った。
これにより、都決範囲88.5haのうち33.0haの具体的整備を行う方
針が定まり、現在に至る。

≪名勝日本平の持続的保全≫

≪名勝日本平の価値の最大化に資する公園づくり≫

≪地域課題の解決に資する公園づくり≫

 地域への投資を呼び込む･･･適切な目的・整備、取り組みの
連坦（好循環）、パークマネジメント

 魅力、インセンティブの“見える化”･･･静岡市の市場での
評価が上がる→投資家に選ばれ資金が流れ込む好循環

 日本平のポテンシャルを活かしきる魅力向上で観光客、滞在
時間が増加 → 経済効果

 アクセスのあり方･･･パーク＆ライド、自動運転、次世代モ
ビリティ、デマンド、駐車場

 景観の向上、保全の仕組みづくり

 都市計画決定区域の検証

 市民のWell-being向上

適正な活用
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◆基本計画の方向性

基本的な方向性

〇基本構成

・風景に特化した高質の静的空間を形成。
・観光基本計画を踏まえた「体験コンテンツの充実」に向けた様々な動
的アクティビティの導入。

・公園における自然環境の多様な機能を活かし、グリーンインフラとし
て、自然に接し、心身の安らぎや学び、遊び等の場として積極的に活用。

〇サステナブル

・公園やグリーンインフラによって「自然資本」を回復させ、持続可能
な社会を構築。

・エコツーリズム、サステナブルツーリズム等の観光需要の変化に対応
する公園機能の向上。

・持続可能な公園経営を促進するため、公園利用における消費額の拡大、
インバウンドの誘客促進等による運営管理を安定化。

〇ウエルビーイング

・グリーンインフラ機能の向上や、心豊かな生活を支える居心地のよい
交流・滞在空間の強化により、地域社会の魅力度や幸福度の向上、観
光・集客の競争力の強化に貢献。

・全てのこどもの健やかな成長、安全で安心して過ごすことのできる多
様な体験活動や外遊びの機会の提供。

〇公園利用の活性化

・一年を通じて市民の憩い、レクリエーションや市民交流の非日常的な
活動が楽しめる場として地域活性化の中核を担う公園づくり

・観光需要の拡大に向け、静岡市の特産である美食・絶景・歴史をテー
マとしたアクティビティによる質の高い感動体験ができる公園づくり。

・公園区域を最大限に活用するため、パークアンドライド等の新たな交
通システムの導入、将来的なクルマ社会に応じた駐車場規模の検証、三
保松原等の周辺観光地からの回遊性を進展させる新たな交通手段等の導
入。

・集客力を高めるために、カジュアル層からエグゼクティブ層までの幅
広い利用ニーズに対応する高付加価値な宿泊施設や飲食施設、貴重な体
験施設やプログラム等を提供。

基本的な取り組み方針

取り組み方針①

目の前は日本一の眺望

＜絶 景＞

〇「季節が織りなす風景」

富士山を主景とした四周の風景と、園内の木々や草花が織りなす
季節の移り変わりが、日本平の壮大な風景を創出し、いつ来ても感
動の広がるビューポイントやシークエンスを設定

〇「光が醸し出す風景」

１日の時間の中で山容を明瞭に見せる朝の風景、駿河湾から立ち
上るもやで霞む日中の風景、日が沈む夕照、市街地の夜景、夜空の
星の輝き等の光の風景を堪能する機能を点在させるとともに、「日
本平夜市」やライトアップイベントによって夜間のアクティビティ
を提供

取り組み方針②

固有の歴史資源と遭遇

＜歴 史＞

〇「歴史が紡ぐ風景」

ヤマトタケルノミコトから久能寺の時代を経て、日本平は家康公
の東照宮に続く、1,400年余りの悠久の歴史をもつ有度山において、
古くから多くの人々の信仰を集め、古の名画に残るかけがえのない
聖地としての文化的風景を形成

取り組み方針③

憩いと自然体験を提供

＜アクティビティ＞

〇「人が奏でる風景」

子どもたちの歓声、園内で催されるイベントや音楽の調べ、公園
は人々が利用することで活気のある景観が生まれる。ウェルビー イ
ングなライフスタイルに寄与する憩いと交流の風景を創出




